
 

地図を作成し、自動で積載物を搬送するガイドレス自律移動ロボット。工場、物流倉庫やレストランな

ど、幅広いアプリケーションを想定。上半身に様々なオプションを搭載することを想定している。 

９．株式会社 Keigan 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 起業に至る経緯 

代表取締役の德田貴司氏はシャープ株式会社

在籍時より、機械設計技術以外に独学でプログ

ラミングを習得、2014年中には防災セーフティ

マップなどのアプリケーションを開発していた。

これらのアプリケーションは、総務省主催のオ

ープンデータコンテスト技術賞や国土交通省主

催の防災アプリコンテスト第 1 回防災アプリ

賞・第 2 回防災デザイン賞を受賞。その後、ソ

フトウェアとものづくりを組み合わせたサービ

スの事業化を視野に入れ、2014年末には同氏開

発のネットワークを介した遠隔操作が可能な

「視覚ジャックシステム」の開発を開始した。

これが総務省主催の「異能 vation プログラム」

に採択され、翌 2015 年には、その派生製品とし

て、モーター自身にロボットの機能を入れると

いうアイデアから生まれたモーターモジュール

「KeiganMotor」を開発している。2016年 9月、

これを製品化し、誰でも簡単にロボットが作れ

る仕組みを広く普及させるべく当社を設立する

に至った。 
 

◆ 創業者の経歴 

 德田氏は、京都大学大学院工学研究科を修了後、

シャープ株式会社に入社。2013 年 12 月まで 8 年

以上にわたり同社においてコピー機の機械設計、

開発に携わるかたわら、独学でプログラミングを

学び、2014 年 総務省 異能 vation プログラム本

採択者に選出されるなど、現業に必要となる技能

等を習得している。シャープ株式会社から独立す

る形で、2014年に KEIGANを創業（屋号は先を見通

す力「慧眼」より採用）した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ビジネスモデルとその特徴 

【KeiganHATO（タブレット装着）】 

2020 年 10 月 に は 、

「KeiganMotor」を搭載し、

インターネット経由で

Web ブラウザからコント

ロールできるテレプレゼ

ン ス ロ ボ ッ ト

「KeiganHATO」の販売を

開始している。これにビ

デオ会議アプリを装着し

たスマートフォンやタブ

レットを装着することで

遠隔コミュニケーション

システムとしての利用が

可能となるが、30万円をきる価格帯であり、既

に博物館や商社などに納入済である。 

【KeiganAMR 稼働画】 

そして、現在開

発中で、将来的に

は当社製品の核

になるとみられ

るのが、積載物を

自動で搬送する

自律移動ロボッ

ト「KeiganAMR」で

ある。 

これは、レーザー

スキャナーを利

用して地図を作

成しながら自律

移動を行うこと

が可能である。搬送質量は 30Kg で、連続稼働時
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間は条件にもよるが、8時間を想定。組立工場・

物流倉庫などのファクトリー用のみならず、ユ

ーザーサイドの簡単なカスタマイズにより飲食

店などでの利用も可能となる。 

また、自動搬送ロボット「KeiganAMR」は、地

図による自律移動だけでなく、ライントレース

や 2 次元マーカー認識も可能であり、競合製品

と比べ汎用性が高い。多重センサーにより安全

面での優位性も保持する見通しである。価格面

でも中国製の国内販売価格 250 万円程度に対し、

当社製品は 100 万円を切る価格帯を想定してい

る。 

◆ 強み・アピールポイント 

複 数 あ る 当 社 製 品 の ベ ー ス と な る

KeiganMotorは、アプリを使ってモーター自身に

ロボットの機能を入れるというコンセプトであ

り、高性能モーターやコントローラ、無線モジ

ュールやセンサーなどが一体化している。

Python や Node-RED など幅広い開発環境にも対

応していることから、ユーザーの迅速な試作が

可能である。また、「モーター自身に機能を入れ

る」というコンセプトを具現化したスマートフ

ォンアプリ「Keigancore」を使用すれば、フルカ

ラ ー LED で 識 別 を 行 い な が ら 複 数 の

「KeiganMotor」にロボット機能を割り当てて操

作することができるため、簡単な試作を短時間

で行うことができる。ユーザーはその後、無償

で提供される Windowsアプリやプログラミング

言語などを用いて本格的な開発を行う想定であ

る。 

 

 

◆ 今後の事業展開 

2020 年 3 月までの販売開始を目指す
「KeiganAMR」は「Quick and Easy Robot 
for Everyone」を標榜する当社にとって、価格
面や省電力の観点、更に安全性に於いても高い
競争力を有しており、今後、中核製品に成長す
ることが見込まれる。 

また、新型コロナウイルス感染拡大下にあっ
て、テレワークやテレビ会議の需要が急速に高
まっているなか、タイムリーな形で 2020 年 10
月に KeiganHATO の販売が開始されており、
「KeiganMotor」を搭載したこれら製品を主軸に
2025 年 8 月期までに売上高 20 億円の販売目標

を掲げている。 

◆ 今後新たに開発したい商材・サービス 

拡充したい販路（ターゲット層） 

「KeiganAMR」は自動車工場などで使用される

ファクトリー製品として開発されている。しか

しながら、当社製品はユーザーサイドのカスタ

マイズを本来は想定していることから、飲食店

など工場以外での利用が広まることも想定され、

業容拡大も期待できるため、将来的には当該製

品において業界 NO.1 になることを目指してい

る。 
 

 

 

◆ 提供サービスにおける PR 事項 

当社設立以降は、モーター開発においてフジ

マイクロ株式会社の協力を得て、製品第一弾で

あるモーターモジュール「KeiganMotor KM－1U」

を発売、また 2018年以降は、KeiganMotorの製

品ラインナップとして、追加で 3機種の「KM-1s」

をリリースしている。2020 年にはテレプレゼン

スロボット「KeiganHATO」を市場投下した。 

現在は住友重機械工業株式会社の協力を得な

がら、2021年 3月の販売開始を目指し、自律移

動ロボット「KeiganAMR」の開発を行っていると

ころである。 

今後は、工場や研究所、スーパーマーケット

や飲食店など、あらゆるシーンでロボットの利

用が拡大していくものと見られるが、利用内容

は場面に応じ多様である。そのような状況にあ

って、ユーザーサイドで、使用するロボットを

簡単にカスタマイズできる「KeiganMotor」搭載

の当社製品は、性能や価格面、安全性などあら

ゆる面で有用であると考える。 
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設  立：2016年 9月 

資 本 金：9,900千円 

従業員数：4人 

Ｕ Ｒ Ｌ：http://keigan.co.jp  
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